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講
演
要
旨

関
羽
の
お
み
く
じ
（
関
帝
霊
籖
）
と
そ
の
世
界

小

川

陽

一

第
一
節

関
帝
廟
と
『
関
帝
霊
籖
』

明
清
時
代
に
は
関
羽
を
祭
っ
た
関
帝
廟
が
多
く
建
て
ら
れ
、
そ
の
お
み
く
じ

『
関
帝
霊
籖
』
が
関
帝
廟
や
仏
寺
に
設
置
さ
れ
、
知
識
人
を
含
む
多
様
な
階
層

の
老
若
男
女
の
間
に
、
広
く
流
行
し
た
。

①

明
・
焦
竑
（
一
五
四
一
～
一
六
二
〇
）
「
正
陽
門
関
帝
廟
碑
記
」

（
『
関
帝
文
献
匯
編
』
第
一
冊
所
収
『
関
聖
帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
』
巻
四
）

正
陽
門
の
廟
は
、
蜀
漢
の
関
聖
帝
を
祀
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
帝
の
祀
廟
は
天
下
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
正
陽
門
関
帝
廟
と
呼

ば
れ
る
の
は
、
こ
れ
が
都
城
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

②

明
・
王
世
貞
（
一
五
二
六
～
一
五
九
〇
）
「
太
倉
州
関
帝
廟
記
」

（
『
関
帝
文
献
匯
編
』
第
一
冊
『
関
聖
帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
』
巻
四
）

故
前
将
軍
漢
寿
帝
侯
の
祠
廟
は
天
下
至
る
所
こ
ろ
に
あ
り
、
学
校
や
仏
寺

の
数
に
等
し
い
ほ
ど
多
い
。
わ
が
州
の
太
倉
（
今
の
江
蘇
省
太
倉
県
）
に
は
、

約
数
十
社
あ
る
。

③

清
・
袁
枚
（
一
七
一
六
～
一
七
九
七
）
『
子
不
語
』
巻
二
「
関
神
断
獄
」

関
帝
廟
が
多
す
ぎ
て
関
羽
一
人
で
は
手
が
回
ら
な
い
の
で
、
地
方
の
廟

で
は
上
帝
の
命
令
で
、
死
者
の
中
か
ら
正
直
者
が
指
名
さ
れ
て
、
任
務

を
代
行
し
て
い
る
。

同
巻
二
十
二
「
成
神
不
必
賢
者
」：

中
に
は
質
の
悪
い
の
も
い
る
。

『
続
子
不
語
』
巻
十
「
関
帝
血
食
秀
才
代
享
」

本
物
の
関
帝
が
担
当
す
る
の
は
、
天
子
主
催
の
国
家
行
事
の
と
き
だ
け

で
あ
る
。

④

紀
昀
（
一
七
二
四
～
一
八
〇
五
）
『
閲
微
草
堂
筆
記
』
巻
六

「
灤
陽
消
夏
録
」（
六
）

〔
古
代
か
ら
亀
甲
占
い
や
、
筮
竹
に
よ
る
易
占
い
な
ど
、
多
様
な
占
い
が

行
わ
れ
て
き
た
が
、
み
な
手
間
の
か
か
る
も
の
だ
っ
た
。
だ
が
〕
神
祠
の

お
み
く
じ
は
、
一
本
抽
く
だ
け
で
す
ぐ
に
占
い
が
で
き
て
簡
単
で
あ
る
。

お
み
く
じ
は
ど
の
神
祠
に
も
備
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
関
帝
の
お
み
く
じ

が
一
番
霊
験
あ
ら
た
か
で
あ
る
。
な
か
で
も
北
京
城
正
陽
門
わ
き
の
関
帝

霊
籤
が
と
り
わ
け
霊
験
が
あ
る
。
ほ
ぼ
一
年
中
、
元
旦
か
ら
除
夜
に
か
け

て
、
朝
暗
い
う
ち
か
ら
夕
方
ま
で
、
籤
筒
を
振
る
音
が
か
ら
か
ら
と
響
い

て
い
る
。
籤
筒
は
一
組
で
は
足
り
な
く
て
、
数
組
も
備
付
け
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も
混
雑
し
て
、
押
し
合
い
へ
し
合
い
で
、
籤
詩
を
検
討
す
る

暇
も
な
け
れ
ば
、
じ
っ
く
り
考
え
込
ん
で
い
る
暇
も
な
い
。
万
能
の
神
様

関羽のおみくじ（関帝霊籖）とその世界
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で
も
、
忙
し
く
て
対
応
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
な

の
に
抽
い
た
お
み
く
じ
が
、
面
談
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
霊
験
が
あ
る
の

は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

第
二
節

文
学
作
品
の
中
の
『
関
帝
霊
籖
』

（
付
）
明
清
小
説
の
中
の
『
関
帝
霊
籖
』
一
覧
表

『
関
帝
霊
籖
』
の
流
行
ぶ
り
は
、
当
時
の
小
説
に
多
様
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

①

明
清
・
冒
襄
（
一
六
一
一
～
一
六
九
三
）
『
影
梅
庵
憶
語
』

「
董
小
宛
の
思
い
出
」

私
は
元
旦
に
、
そ
の
年
の
こ
と
を
関
聖
帝
君
の
お
み
く
じ
で
占
う
の
が

習
わ
し
だ
っ
た
。
崇
禎
十
五
年
（
一
五
四
二
）
に
は
、
功
名
心
が
強
く
て
、

お
祈
り
を
し
て
く
じ
を
抽
い
た
ら
、
「
憶
」
の
字
で
始
ま
り
、
「
そ
の
女
と

か
ん
ざ
し
分
け
合
っ
て
（
憶
昔
蘭
房
分
半
釵
）
、
今
で
は
ば
っ
た
り
便
り
も

絶
え
た
。
永
久
の
愛
と
は
愚
か
な
願
い
、
破
綻
は
誰
も
が
知
っ
て
い
た
の

に
」
（
第
七
三
籖
）
と
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
の
と
き
に
は
意
味
が

よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
試
験
に
合
格
す
る
と
い
う
も
の
で
も
な
い
よ

う
だ
っ
た
。

董
小
宛
と
合
い
、
四
月
末
に
金
山
で
別
れ
る
と
き
に
、
彼
女
は
精
進
料

理
を
食
べ
、
虎
疁
の
関
帝
廟
で
、
私
に
身
を
任
せ
た
い
祈
っ
て
抽
き
当
て

た
の
が
こ
の
籤
だ
っ
た
。
そ
の
秋
秦
淮
に
寄
っ
た
と
き
、
話
題
に
な
り
、

願
い
が
叶
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
た
。
私
は
そ
れ
を

聞
い
て
、
元
旦
の
籤
と
一
致
し
て
い
た
の
が
不
思
議
だ
っ
た
。

そ
の
と
き
同
席
し
て
い
た
友
人
が
、
「
お
二
人
の
た
め
に
、
西
華
門
で
お

み
く
じ
を
抽
い
て
や
っ
た
よ
」
と
言
っ
て
、
出
し
た
の
も
こ
れ
だ
っ
た
。

彼
女
は
い
よ
い
よ
恐
が
り
、
私
が
こ
の
籤
の
「
解
釈
」
を
見
て
憂
慮
し
て

い
る
と
、
不
安
そ
う
な
顔
を
し
た
が
、
で
も
願
望
は
叶
え
ら
れ
た
。

だ
が
「
か
ん
ざ
し
を
分
け
る
」
と
か
「
永
久
の
愛
を
望
ん
で
も
」
と
か

は
、
み
な
夫
婦
の
間
柄
の
言
葉
で
、
結
局
そ
れ
が
叶
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ

っ
た
の
が
、
今
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
あ
あ
、
私
に
残
さ
れ
た
人
生
は
、

追
憶
の
日
々
と
な
っ
た
。
お
み
く
じ
の
「
憶
」
の
字
は
、
か
く
も
霊
験
あ

ら
た
か
で
あ
る
。

②
『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
の
中
の
関
帝
霊
籖

『
三
国
志
演
義
』
『
西
遊
記
』
『
水
滸
伝
』
な
ど
の
長
編
小
説
と
並
ん
で
、

『
三
言
二
拍
』
と
い
う
短
編
小
説
集
が
明
末
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
五

種
類
の
短
編
小
説
集
か
ら
な
る
名
作
ぞ
ろ
い
で
、
日
本
で
も
江
戸
時
代
に

歓
迎
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
『
二
拍
』
と
は
『
初
刻
拍
案
驚
奇
』
と
『
二

刻
拍
案
驚
奇
』
の
略
称
で
、
明
末
の
凌
濛
初
（
一
五
八
〇
～
一
六
四
四
）
の

作
。
そ
の
『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
巻
十
五
「
韓
副
大
臣
の
側
室
が
正
室
に
直

さ
れ
、
顧
芳
が
属
官
か
ら
主
事
に
昇
進
し
た
こ
と
」
（
韓
侍
郎
婢
作
夫
人
、

顧
提
控
掾
居
郎
署
）
に
、
『
関
帝
霊
籖
』
が
物
語
展
開
の
要
所
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。

【
物
語
要
旨
】

明
の
弘
治
年
間
（
一
四
八
八
～
一
五
〇
五
）
の
こ
と
。
太
倉
州
（
今
の
江
蘇

省
太
倉
県
）
の
郊
外
で
餅
屋
を
営
む
江
溶
は
、
冤
罪
で
捕
ら
え
ら
れ
た
が
、

ひ
い
き
の
客
で
、
州
の
役
所
の
胥
吏
を
し
て
い
た
顧
芳
の
尽
力
で
、
無
罪

釈
放
と
な
っ
た
。
江
溶
は
そ
の
恩
義
に
報
い
よ
う
と
し
て
、
娘
の
愛
娘
を

顧
芳
の
側
室
に
と
送
り
届
け
た
が
、
顧
芳
は
指
一
本
触
れ
る
こ
と
な
く
、

送
り
返
し
た
。
そ
の
後
、
江
溶
は
暮
ら
し
に
困
っ
て
、
愛
娘
を
徽
州
の
大

関羽のおみくじ（関帝霊籖）とその世界
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商
人
の
側
室
に
売
っ
た
。

一
方
、
顧
芳
は
胥
吏
の
任
期
が
満
ち
て
上
京
し
、
韓
副
大
臣
の
元
で
臨

時
の
仕
事
を
し
て
い
た
と
き
に
、
韓
副
大
臣
の
夫
人
と
な
っ
た
愛
娘
に
再

会
し
た
。
愛
娘
が
顧
芳
か
ら
受
け
た
恩
義
を
伝
え
る
と
、
副
大
臣
は
顧
芳

の
徳
行
に
感
動
し
て
、
天
子
に
奏
上
し
た
と
こ
ろ
、
顧
芳
は
礼
部
（
文
部

省
）
の
儀
礼
担
当
主
事
と
し
て
、
正
式
の
役
職
を
与
え
ら
れ
た
。

こ
れ
よ
り
先
の
こ
と
、
商
人
は
愛
娘
を
側
室
に
迎
え
た
が
、
愛
娘
に
近

づ
こ
う
と
す
る
た
び
に
、
激
し
い
頭
痛
に
襲
わ
れ
て
、
肌
を
合
わ
せ
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。
商
人
は
か
ね
て
信
奉
し
て
い
た
『
関
帝
霊
籖
』
を

抽
い
て
、
愛
娘
と
は
結
ば
れ
る
縁
が
な
い
こ
と
を
悟
り
、
愛
娘
を
義
理
の

娘
と
し
て
遇
す
る
こ
と
に
改
め
た
。
そ
の
後
、
愛
娘
は
韓
副
大
臣
の
側
室

に
迎
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
間
も
な
く
、
副
大
臣
の
正
室
が
病
死

し
、
愛
娘
が
正
室
に
取
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
顧
芳
と
再
会
し

た
の
は
、
そ
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。

【
次
の
引
用
は
、
そ
の
物
語
展
開
の
中
で
、
『
関
帝
霊
籖
』
が
関
連
す
る
場
面
の
訳

文
で
あ
る
。
】

さ
て
そ
の
日
に
な
り
、
徽
州
商
人
が
愛
娘
を
側
室
に
迎
え
た
。
徽
州
の

人
々
に
は
新
婚
夫
婦
を
か
ら
か
う
習
慣
が
あ
り
、
親
戚
・
知
人
・
友
人
が

そ
の
こ
と
を
聞
き
つ
け
て
、
酒
樽
を
も
っ
て
お
祝
い
に
訪
れ
た
。
お
祝
い

と
は
い
う
も
の
の
、
半
分
は
か
ら
か
う
の
が
目
的
で
、
新
郎
に
飲
ま
せ
て

つ
ぶ
す
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
そ
の
夜
商
人
は
泥
酔
し
て
、
初
夜
の
営
み

も
ど
こ
へ
や
ら
、
新
婦
の
脇
で
翌
朝
ま
で
眠
り
こ
け
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
、

夢
の
中
で
金
色
の
よ
ろ
い
を
着
た
神
様
が
現
れ
て
、
鎚
で
頭
を
殴
り
、
蹴

飛
ば
し
て
起
こ
し
、

「
こ
の
方
は
、
高
官
の
奥
方
に
な
ら
れ
る
お
人
で
、
凡
俗
の
者
の

連
れ
合
い
で
は
な
い
。
軽
々
し
い
こ
と
を
し
て
は
な
ら
ぬ
。
わ
し
の

言
う
こ
と
を
聞
か
ぬ
と
、
罰
が
当
た
る
ぞ
」

商
人
が
驚
い
て
目
を
覚
ま
す
と
、
ひ
ど
く
頭
が
痛
み
、
や
っ
と
の
こ
と
で

起
き
あ
が
っ
た
。
不
思
議
な
夢
だ
と
思
い
な
が
ら
不
安
に
な
り
、
い
つ
も

関
羽
の
お
み
く
じ
を
厚
く
信
仰
し
て
い
た
の
で
、
顔
を
洗
う
と
携
帯
用
の

小
物
箱
か
ら
銭
を
十
枚
取
り
出
し
て
、
虚
空
に
向
か
っ
て
お
祈
り
を
し
、

こ
の
女
と
の
縁
を
占
っ
た
。
出
た
の
は
第
十
五
籖
だ
っ
た
。

両
家
は
格
が
釣
り
合
う
も
、

縁
が
な
け
れ
ば
無
理
す
る
な
。

春
風
吹
く
こ
ろ
い
い
知
ら
せ
、
楽
を
奏
で
て
結
ば
れ
る
。

こ
の
意
味
を
い
ろ
い
ろ
考
え
て
、
「
縁
が
な
け
れ
ば
」
と
か
、
「
春
風
吹

く
こ
ろ
」
「
楽
を
奏
で
て
」
と
か
と
あ
る
の
を
見
る
と
、
目
先
の
も
の
は
止

め
て
、
時
期
を
待
て
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
か
。
心
中
い
よ
い
よ
分
か
ら
な

く
な
り
、
再
度
占
う
と
第
七
十
三
籖
だ
っ
た
。

そ
の
昔

女
と
か
ん
ざ
し
分
け
合
っ
て
、
今
で
は
ば
っ
た
り
音
信
絶
え

た
。

永
久
の
愛
と
は
愚
か
な
願
い
、
破
綻
は
誰
も
が
知
っ
て
い
た
の
に
。

と

わ

こ
の
籖
を
得
て
、
結
局
は
叶
え
ら
れ
な
い
縁
だ
と
悟
っ
た
。
夢
の
中
で
、

「
高
官
の
奥
方
に
な
ら
れ
る
お
人
」
と
言
わ
れ
た
の
は
、
別
の
人
に
嫁
ぐ

と
い
う
意
味
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
ま
た
お
祈
り
を
し
て
占
う
と
、
第

二
十
七
籖
だ
っ
た
。

物
に
は
す
べ
て
主
が
あ
る
、
一
粒
一
本
勝
手
に
取
る
な
。

天
か
ら
生
ま
れ
た
英
雄
も
、
な
す
事
は
み
な
規
則
に
従
え
。

商
人
は
こ
れ
を
見
る
と
、
お
み
く
じ
の
意
味
は
こ
れ
で
は
っ
き
り
し
た
。

き
っ
と
別
の
相
手
が
い
る
に
違
い
な
い
。
こ
れ
で
決
心
が
つ
い
た
、
と
心

の
中
で
つ
ぶ
や
い
た
。

と
は
い
っ
て
も
、
昼
間
女
の
美
し
さ
を
見
る
と
、
気
持
ち
が
揺
ら
ぐ
の

だ
っ
た
が
、
そ
の
た
び
に
頭
が
痛
く
な
っ
た
。
夜
に
な
っ
て
女
の
ベ
ッ
ド
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に
近
づ
く
と
、
ぼ
ー
っ
と
な
り
、
頭
痛
が
ひ
ど
く
て
堪
え
ら
れ
な
い
ほ
ど

だ
っ
た
。
ど
う
も
お
か
し
い
。
夢
の
お
告
げ
は
確
か
ら
し
い
。
占
い
の
文

句
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
し
、
も
し
あ
の
女
を
汚
し
た
ら
神
様
の
お
と
が

め
が
あ
る
に
違
い
な
い
と
、
邪
念
を
捨
て
て
、
義
理
の
娘
と
し
て
嫁
が
せ

て
や
っ
た
ら
、
後
で
富
貴
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
考
え
る
の
だ
っ
た
。

③

明
清
小
説
の
中
の
『
関
帝
霊
籤
』
一
覧
表

お
み
く
じ
は
人
間
の
運
命
を
予
告
す
る
か
ら
、
人
間
の
運
命
を
描
く
こ
と
を

任
務
と
す
る
小
説
に
は
、
好
ん
で
用
い
ら
れ
た
。
明
清
の
小
説
や
詩
歌
に
は
多

く
の
例
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
小
説
の
場
合
に
つ
い
て
指
摘
す
る
と
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

◆

文
言
小
説(

筆
記
・
随
筆)

の
中
の
『
関
帝
霊
籤
』
一
覧
表

〔
書
名
巻
数
の
後
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
『
関
帝
霊
籤
』
の
番
号
〕

Ａ

明
・
陸
粲
（
一
四
九
四
～
一
五
五
一
）
『
庚
巳
編
』
巻
七

，

，

，

，

63

36

1

23

73

Ｂ

明
・
葉
紹
袁
（
一
五
八
九
～
一
六
四
八
）
『
午
夢
堂
集
』
付
録
一
「
葉
天
夢

自
選
年
譜
」

，
71

87

Ｃ

明
清
・
冒
襄
（
一
六
一
一
～
一
六
九
三
）
『
影
梅
庵
憶
語
』

73

Ｄ

清
・
王
士
禎
（
一
六
四
三
～
一
七
一
一
）
『
池
北
偶
談
』
「
自
選
年
譜
」

，
13

25

Ｅ

清
・
袁
枚
（
一
七
一
六
～
一
七
九
七
）
『
子
不
語
』
巻
十
五

３
，

巻
二
十

一

，

巻
二
十
一
（
＝
『
随
園
詩
話
』
巻
七
）

20

47

Ｆ

清
・
紀
昀
（
一
七
二
四
～
一
八
〇
五
）
『
閲
微
草
堂
筆
記
』
巻
六
灤
陽
消
夏

録
（
六
）

、

巻
十
二
槐
西
雑
誌
（
二
）

87

71

◆

白
話
（
口
語
）
小
説
の
中
の
『
関
帝
霊
籤
』

〔
書
名
巻
数
の
後
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
『
関
帝
霊
籤
』
の
番
号
〕

Ａ

明
・
馮
夢
龍
『
醒
世
恒
言
』
巻
七
「
銭
秀
才
錯
占
鳳
凰
儔
」
73

Ｂ

明
・
凌
濛
初
『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
巻
十
五
「
韓
侍
郎
婢
作
夫
人
、
顧
提
控

掾
居
郎
署
」

，

，

15

73

27

Ｃ

明
・
長
安
道
人
国
清
『
警
世
陰
陽
夢
』
「
陽
夢
」
巻
七

，

，

72

37

27

「
陰
夢
」
巻
九

76

Ｄ

明
・
古
呉
金
木
散
人
『
鼓
掌
絶
塵
』
第
八
回

22

Ｅ

明
・
西
湖
漁
隠
主
人
（
崇
禎
）
（
序
）
『
歓
喜
冤
家
』
第
五
回

，

，

71

15

，

第
続
第
十
一
回

74

43

63

Ｆ

明
・
穆
氏
『
関
帝
歴
代
顕
聖
誌
伝
』
巻
二
「
燕
南
丹
救
賈
一
鶚
父
母
」
63

巻
三
「
沮
張
相
奸
謀
高
閣
老
」

巻
四
「
西
昌
告
郭
中
丞
平
播
」

67

40

Ｇ

清
・
西
周
生
『
醒
世
姻
縁
伝
』
第
五
十
二
回

72

Ｈ

清
・
天
花
才
子
（
康
煕
）
『
快
心
編
』
第
三
集
第
八
回

，
7

71

Ｉ

清
・
烟
水
散
人
（
清
初
？
）
『
合
浦
珠
』
第
十
三
回

，
68

74

Ｊ

清
・
樵
雲
山
人
（
順
治
～
康
煕
）
『
飛
花
艶
想
』
第
六
回
・
十
一
回

前
97

半
二
句
と

後
半
二
句

71

Ｋ

清
・
杜
綱
（
一
七
四
〇
？
～
一
八
〇
〇
？
）
『
娯
目
醒
心
編
』
巻
一
第
三
回

「
利
在
南
行
」

Ｌ

清
・
楽
鈞
（
一
七
六
六
～
？
）
『
耳
食
録
』
一
「
方
比
部
」

46

Ｍ

清
・
張
培
仁
『
妙
香
室
叢
話
』
「
査
翁
暴
富
」
68

Ｎ

清
・
無
名
氏
『
善
悪
図
全
伝
』
第
十
四
回

１

Ｏ

清
・
無
名
氏
『
関
聖
帝
君
霊
籤
占
験
輯
略
』
（
『
関
帝
文
献
匯
編
』
第
九
冊

所
収
』
）
（
多
数
）

第
三
節

霊
籖
の
い
ろ
い
ろ

中
国
に
お
け
る
霊
籖
の
歴
史
は
古
く
、
現
存
す
る
も
の
と
し
て
は
、
宋
代
ま
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で
遡
る
こ
と
が
出
来
る
。
明
の
中
頃
、
一
五
世
紀
中
頃
に
刊
行
さ
れ
た
『
正
統

道
蔵
』
に
は
、
七
種
類
の
霊
籖
が
収
め
ら
れ
て
い
て
、
多
様
な
形
式
の
霊
籖
を

見
る
こ
と
が
出
来
る
。

①

現
存
す
る
最
古
の
霊
籖

宋
・
嘉
定
年
間
（
一
二
〇
八
～
一
二
二
四
）
刊
『
天
竺
霊
籖
』

（
鄭
振
鐸
編
『
中
国
古
代
版
画
叢
刊
』
第
一
冊
所
収
）

②
『
道
藏
』
所
収
の
霊
籖

◆
『
正
統
道
蔵
』（
一
四
四
六
年
刊
）
正
一
部
所
収
の
霊
籖

『
四
聖
新
君
霊
籖
』
『
玄
真
霊
応
宝
籖
』
『
大
好
生
九
天
衛
房
聖
母
元
君
霊
応
宝

籖
』
『
洪
恩
霊
濟
眞
君
霊
籖
』
『
霊
濟
真
君
注
生
堂
霊
籖
』
『
扶
天
広
聖
如
意
霊

籖
』
『
護
国
嘉
濟
江
東
王
霊
籖
』

◆
『
万
暦
続
道
蔵
』（
一
六
〇
七
年
刊
）

『
洪
恩
霊
濟
眞
君
霊
籖
』
『
霊
濟
真
君
注
生
堂
霊
籖
』
『
玄
天
上
帝
百
字
聖
号

（
玄
帝
感
応
霊
籖
）
』

重
複
が
二
種(

斜
体
字
箇
所)

あ
る
の
で
、
合
計
八
種
。
宋
～
明
末
の
成
立
。（
酒
井

忠
夫
「
中
国
の
籖
と
薬
籖
」
〈
酒
井
・
今
井
・
吉
本
『
中
国
の
霊
籖
・
薬
籖
集
成
』<

風
響

社
〉
所
収
の
解
説
に
指
摘
が
あ
る
。
）

③

明
清
小
説
の
中
の
霊
籖
（
『
関
帝
霊
籖
』
を
除
く
）

表
記
法
：
霊
籖
名
、
籖
番
号
、
第
一
句
、
収
載
小
説
名
、
収
載
箇
所
（
―
印
は
該

当
項
目
が
欠
け
て
い
る
意
）

観
音
霊
籖
、
第

籖
、
「
天
生
与
汝
有
姻
縁
」
、
『
醒
世
恒
言
』
、
巻
三
十
九

18

観
音
霊
籖
、
第

籖
、
「
去
住
心
無
定
」
、
『
警
世
選
言
』
、
巻
二

59

観
音
霊
籖
、
第

籖
、
「
枯
木
再
逢
春
」
、
『
警
世
選
言
』
、
巻
二

33

観
音
大
士
霊
籖
、
第

籖
、
「
銀
塘
昨
夜
双
鴛
穏
」
、
『
驚
人
奇
案
』
、
第
六
起

16

諸
葛
武
侯
廟
中
の
祈
籖
、
―
、
「
逢
崖
切
莫
宿
」
、
『
輪
廻
醒
世
』
巻
九

諸
葛
武
侯
廟
中
の
祈
籖
、
―
、
「
逢
崖
切
莫
宿
」
、
『
龍
図
公
案
』
、
巻
四

諸
葛
武
侯
廟
中
の
祈
籖
、
―
、
「
逢
崖
切
莫
宿
」
、
『
百
家
公
案
』
、
巻
二
第
八
回

諸
葛
武
侯
廟
中
の
祈
籖
、
―
、
「
逢
崖
切
莫
宿
」
、
『
海
剛
峯
先
生
居
官
公
案

伝
』
巻
二

青
城
山
の
老
君
廟
の
霊
籖
、
第

籖
、
「
百
道
清
泉
入
大
江
」
、
『
醒
世
恒
言
』
、

32

巻
二
十
六

毘
盧
観
の
土
地
神
の
霊
籖
、
第

籖
、
―
、
『
石
点
頭
』
巻
九

18

東
街
霊
祭
廟
籖
、
「
星
辰
多
不
順
」
、
『
百
家
公
案
』
、
巻
七
第
六
十
二
回

④

酒
井
・
今
井
・
吉
本
編
『
中
国
の
霊
籖
・
薬
籖
集
成
』
付
載
「
霊
籖
・
薬
籖

一
覧
表
」

現
存
す
る
中
国
の
霊
籖
と
薬
籖
二
一
五
種
に
つ
い
て
、
籖
詩
の
第
一
句
、
霊

籖
名
、
本
数
、
流
布
地
域
、
寺
院
等
所
蔵
者
、
収
録
書
に
関
す
る
情
報
の
一
覧

表
で
あ
る
。
こ
の
中
で
と
く
に
同
一
霊
籖
の
数
が
多
い
の
は
、
『
関
帝
霊
籖
』

『
観
音
霊
籖
』
『
聖
母
霊
籖
』
『
観
音
聖
母
霊
籖
』
で
、
『
関
帝
霊
籖
』
の
人
気

の
高
さ
が
知
ら
れ
る
。

第
四
節

『
関
帝
霊
籖
』
の
テ
キ
ス
ト

現
在
比
較
的
容
易
に
見
ら
れ
る
『
関
帝
霊
籖
』
の
テ
キ
ス
ト
は
下
記
の
通
り

で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
文
字
に
相
違
は
見
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は

同
内
容
で
あ
る
。

表
記
方
法：

霊
籖
名
、
籤
詩
数
、
籤
詩
第
一
句
、
所
在
（
収
載
書
・
書
肆
・
所
蔵
機

関
）
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第
Ⅰ
類

江
東
王
霊
籖
系

（
一
）

①
『
護
国
嘉
済
江
東
王
霊
籤
』
、

、
「
巍
巍
獨
歩
向
雲
間
」
、
『
正
統
道
蔵
』
第

100

冊
正
一
部

54
②
『
関
帝
霊
籤
』
、

、
「
巍
巍
獨
歩
向
雲
間
」
、
『
関
帝
文
献
匯
編
』
第
七
冊
『
関

100

帝
全
書
』
巻
35

③
『
関
帝
霊
籤
』
、

、
「
巍
巍
獨
歩
向
雲
間
」
、
『
関
帝
文
献
匯
編
』
第
九
冊

100

④
『
関
帝
霊
籤
』
、

、
「
巍
巍
獨
歩
向
雲
間
」
、
『
蔵
外
道
書
』
第
四
冊
『
関
帝

100

明
聖
経
全
集
』（
宏
大
善
書
局
石
印
）

⑤
『
関
聖
帝
君
城
隍
爺
公
正
百
首
籤
解
』
、

、
「
巍
巍
獨
歩
向
雲
間
」
、
台
湾

100

竹
林
書
局

⑥
『
関
聖
帝
君
万
応
霊
籤
』
、

、
「
巍
巍
獨
歩
向
雲
間
」
、
道
光
六
年
馬
氏
尚

100

勤
堂
重
刊
龍
雲
斎
蔵
板
、
東
京
大
学
東

洋
文
化
研
究
所
蔵

⑦
『
新
鐫
関
聖
帝
君
霊
千
金
譜
』
、

、
「
巍
巍
獨
歩
向
雲
間
」
、
光
緒
十
五
年

100

永
奥
退
士
序
刊
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研

究
所
蔵

⑧
『
関
帝
霊
籤
』
、

、
「
巍
巍
獨
歩
向
雲
間
」
、
享
保
十
（
一
七
二
五
）
年
書
林

100

天
王
寺
屋
市
郎
兵
衛
刊
和
刻
本
、
京
都

大
学
図
書
館
蔵

第
Ⅱ
類

非
江
東
王
霊
籖
系

（
二
）

⑨
『
武
帝
霊
籤
』
、

、
「
撃
壌
高
歌
作
息
時
」
、
道
光
六
年
馬
氏
尚
勤
堂
重
刊

105

龍
雲
斎
蔵
板
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究

所
蔵
。
武
帝
と
は
武
安
王
の
こ

と
で
、
関
羽
は
宋
の
徽
宗
の
大
観
二
（
一
一
〇
八
）
年
に
武
安
王
に
加
封
さ
れ

た
。

⑩
『
聖
籤
』
、

、
「
撃
壌
高
歌
作
息
時
」
、
『
関
帝
文
献
匯
編
』
第
一
冊
『
関
聖

101

帝
君
聖
蹟
図
誌
全
集
』
巻
三
収
。（
酒
井

等
編
『
中
国
の
霊
籤
・
薬
籤
集
成
』
付

録
に
転
載
）
。

⑪
『
夢
授
籤
』
、

、
「
撃
壌
高
歌
作
息
時
」
、
『
関
帝
文
献
匯
編
』
第
七
冊
『
関
帝

101

全
書
』
巻
三
十
四
収
。
⑧
と
同
内
容
だ
が
第

籖
か
ら
第

籤
ま
で
の
四

102

105

籖
を
欠
く
。

付⑫
『
限
籖
卦
籤
』
、

、
「
亘
古
生
成
第
一
忠
」
、
（
所
在
は
⑥
『
関
聖
帝
君
万
応
霊

64

籤
』
冒
頭
）

（
三
）第

五
節

な
ぜ
『
関
帝
霊
籖
』
が
流
行
し
た
の
か

『
関
帝
霊
籖
』
流
行
の
理
由
と
し
て
、
『
三
国
志
演
義
』
の
流
行
が
深
く
関
わ

っ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
が
、
同
時
に
次
の
情
況
に
も
目
を
向

け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

①

関
羽
は
宋
～
清
期
に
朝
廷
か
ら
尊
崇
さ
れ
、
孔
子
の

孔
夫
子

と
並
ん
で


関
夫
子

と
呼
ば
れ
た
た
だ
け
で
な
く
、
～
侯
・
～
王
・
～
帝
の
位
ま
で
贈

ら
れ
た
。
民
間
で
も
関
羽
神
と
し
て
、
道
教
の
廟
だ
け
で
な
く
、
仏
寺
で
も
祭

ら
れ
、
人
気
抜
群
の
神
と
な
っ
た
。

宋
・
大
観
二
年
（
一
一
〇
八
）
武
安
王

明
・
万
歴
年
間
（
一
五
七
三
～
一
六
一
五
）
三
界
伏
魔
大
帝

清
・
乾
隆
三
十
二
年
（
一
七
六
七
）
忠
義
神
武
霊
佑
関
聖
大
帝

（
『
関
帝
全

書
』
巻
１
封
爵
考
）

②

関
帝
は
霊
籖
だ
け
で
な
く
、
扶
乩
と
い
う
降
霊
現
象
に
属
す
る
占
い
（
日
本

ふ

け

い

で
も
、
か
つ
て

こ
っ
く
り
さ
ん

と
い
う
類
似
の
占
い
が
あ
っ
た
）
に
も
登

場
し
て
人
気
が
あ
っ
た
。

〔
清
・
袁
枚
（
一
七
一
六
～
一
七
九
七
）
『
子
不
語
』
巻
二
「
関
神
断
獄
」

（
関
羽
神
の
お
裁
き
）
〕

灤
陽
（
今
の
江
蘇
省
溧
陽
市
）
の
馬
豊
が
、
科
挙
の
受
験
勉
強
を
し
て
い
た
こ

ろ
、
町
の
西
に
あ
る
村
の
李
家
で
家
庭
教
師
を
し
て
い
た
。
そ
の
隣
に
住
む
王

は
凶
暴
な
人
で
、
い
つ
も
妻
を
む
ち
打
っ
て
い
た
。
妻
が
空
腹
に
耐
え
ら
れ
な
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く
な
り
、
李
家
の
鶏
を
盗
ん
で
食
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
李
家
が
気
付
い
て
王

に
告
げ
る
と
、
酒
が
入
っ
て
い
た
王
は
ひ
ど
く
腹
を
立
て
、
刀
を
手
に
し
て
妻

を
連
れ
て
や
っ
て
来
て
、
問
い
詰
め
て
殺
そ
う
と
し
た
。
妻
は
恐
れ
て
、
鶏
は

馬
豊
が
盗
ん
だ
の
だ
と
偽
っ
た
。
馬
豊
は
言
い
争
っ
た
が
、
決
着
が
つ
け
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
、
村
の
関
帝
廟
へ
行
っ
て
、
杯
珓
で
占
っ
て
決
め
よ
う
。
陰
の

卦
が
出
た
ら
女
が
盗
ん
だ
こ
と
に
し
、
陽
の
卦
が
出
た
ら
男
が
盗
ん
だ
こ
と
に

し
よ
う
と
提
案
し
た
。
話
が
ま
と
ま
り
、
杯
珓
を
三
回
投
げ
て
占
っ
た
と
こ
ろ
、

三
回
と
も
み
な
陽
が
出
た
。
王
は
刀
を
捨
て
て
妻
を
放
し
て
帰
っ
た
が
、
馬
豊

は
鶏
泥
棒
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
て
、
村
人
の
信
用
を
失
い
、
数
年
間
は
家
庭
教

師
の
口
が
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

後
日
の
こ
と
、
村
で
扶
乩
が
行
わ
れ
、
占
い
師
が
壇
に
上
り
、
「
我
は
関
羽
神

で
あ
る
」
と
人
々
に
告
げ
る
と
、
居
合
わ
せ
た
馬
豊
が
数
年
前
の
こ
と
を
思
い

出
し
て
、
関
羽
神
は
で
た
ら
め
だ
、
霊
験
が
な
い
と
激
し
く
罵
っ
た
。
す
る
と

砂
盤
（
砂
を
敷
い
た
皿
状
の
器
）
に
、

「
馬
豊
よ
、
そ
な
た
は
や
が
て
人
民
の
上
に
立
つ
身
で
あ
る
の
に
、
物
事
の

緩
急
・
軽
重
さ
え
わ
き
ま
え
な
い
の
か
。
そ
な
た
が
鶏
泥
棒
と
言
わ
れ
て
も
、

家
庭
教
師
の
口
を
失
う
だ
け
だ
が
、
王
の
妻
が
鶏
泥
棒
と
言
わ
れ
た
ら
、
即
座

に
斬
り
殺
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
だ
ぞ
。
だ
か
ら
我
は
で
た
ら
め
も
の
の

不
名
誉
を
こ
う
む
っ
て
も
、
あ
の
女
の
命
を
救
っ
た
の
だ
。
天
の
神
は
、
我
が

政
治
認
識
を
高
く
評
価
さ
れ
て
、
三
階
級
特
進
の
待
遇
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

そ
れ
で
も
ま
だ
我
を
恨
む
の
か
」

と
文
字
が
現
れ
た
。

そ
れ
を
見
て
馬
豊
は
納
得
し
た
。

③
『
関
帝
霊
籖
』
の
善
書
と
の
結
合

宋
以
降
、
と
く
に
明
清
時
代
に
は
、
善
書
と
い
う
勧
善
懲
悪
の
思
想
が
流
行

し
た
。
こ
れ
は
儒
教
・
仏
教
・
道
教
を
内
包
し
た
も
の
で
、
三
教
思
想
と
も
呼

ば
れ
、
知
識
人
を
含
む
広
範
な
階
層
の
人
々
に
広
く
浸
透
し
た
。
『
関
帝
霊
籖
』

に
は
、
『
太
上
感
応
篇
』
や
『
関
聖
帝
君
覚
世
真
経
』（
覚
世
真
経
）
な
ど
、
善
書

の
代
表
的
な
書
の
教
え
が
深
く
取
り
入
れ
て
い
た
。

【
第

籖
】
「
先
祖
が
長
く
徳
を
積
み
、
そ
の
幸
せ
が
今
に
も
及
ぶ
。
今
後
も
修

29
行
を
続
け
た
ら
、
天
の
報
い
が
あ
る
だ
ろ
う
。
」

【
第

籖
】
「
家
が
衰
え
孤
独
に
苦
し
み
、
お
祈
り
し
て
も
霊
験
が
な
い
。
先
祖

59
に
陰
徳
あ
っ
た
の
で
、
養
子
の
お
か
げ
で
家
続
く
。
」

『
太
上
感
応
篇
』
「
〔
上
述
の
ご
と
き
諸
々
の
罪
を
犯
し
て
は
な
ら
ぬ
。
〕
か
く
の
ご
と

き
罪
は
、
司
命
神
が
そ
の
軽
重
に
随
っ
て
、
そ
の
人
の
寿
命
を
縮
め
、
寿
命

が
尽
き
れ
ば
死
ぬ
。
死
後
に
ま
だ
罪
が
残
っ
て
い
れ
ば
、
災
い
が
子
孫
に
及

ぶ
。
」

『
陰
隲
文
』
「
早
い
応
報
は
自
分
に
来
る
。
遅
い
応
報
は
子
孫
に
来
る
。
」

『
覚
世
真
経
』
「
早
い
応
報
は
そ
の
身
に
来
る
。
遅
い
応
報
は
子
孫
に
来
る
。
」

【
第

籖
】
「
心
の
動
き
は
す
ぐ
神
が
知
る
、
迷
い
を
我
（
神
）
に
問
う
な
か
れ
。

67
父
母
に
孝
行
兄
弟
仲
よ
く
し
た
ら
、
き
っ
と
家
庭
に
福
が
来
る
。
」

【
第

籖
】
「

我
は
も
と
雷
雨
を
司
る
神
仙
で
、
人
の
吉
凶
禍
福
は
先
に
知
る
。

100
至
誠
で
祈
れ
ば
霊
験
が
あ
る
。
こ
の
籖
抽
い
た
ら
万
事
に
吉
。
」

『
太
上
感
応
篇
』
「
善
い
心
を
起
こ
す
と
、
ま
だ
善
い
こ
と
を
し
な
い
う
ち
に
、

す
ぐ
に
善
神
が
付
き
従
う
。
悪
い
心
を

起
こ
す
と
、
ま
だ
悪
い
こ
と
を
し

な
い
う
ち
に
、
す
ぐ
に
悪
神
が
付
き
従
う
。
」

『
覚
世
真
経
』
「
あ
ら
ゆ
る
善
事
は
、
心
を
込
め
て
実
行
せ
よ
。
人
の
目
に
付
か

な
く
て
も
、
神
に
は
す
ぐ
に
聞
こ
え
る
。
〔
人
の
善
悪
は
〕
神
は
す
べ
て
鍳
察

し
、
少
し
も
見
落
と
す
こ
と
が
な
い
。
」

【
第

籖
】
「
刑
書
に
は
罪
条
三
千
文
字
八
千
あ
る
が
、
全
部
い
ち
い
ち
説
明
で

76
き
ぬ
。
善
で
も
悪
で
も
身
か
ら
出
る
も
の
、
禍
福
の
本
は
み
な
こ
こ
に
あ

る
。
」
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『
太
上
感
応
篇
』
「
人
の
禍
福
に
は
こ
れ
と
い
っ
た
定
め
は
な
く
、
そ
の
人
が
自

分
で
招
き
寄
せ
る
も
の
だ
。
」

『
覚
世
真
経
』
「
善
と
悪
と
の
行
い
に
よ
り
、
禍
福
が
そ
こ
か
ら
両
途
に
分
か
れ

る
。
」

④

善
書
の
流
行
ぶ
り
―
社
会
風
俗
と
し
て
―

〔
李
家
瑞
『
北
平
風
俗
類
徴
』
下
冊
「
祠
祀
及
禁
忌
」
〕

前
門
の
関
帝
廟
で
は
、
毎
月
一
日
と
十
五
日
に
は
善
書
を
多
く
配
布
し
て
い
る
。

（
道
光
都
門
紀
略
注
）

毎
月
一
日
と
十
五
日
に
は
、
各
地
の
廟
で
多
く
善
書
を
頒
布
し
て
い
る
が
、
前

門
の
関
帝
廟
で
は
特
に
多
い
。（
同
治
都
門
紀
略
注
）

「
都
門
の
善
書
頒
布
雑
詠
」
：
散
財
し
て
祈
願
し
神
仙
を
感
動
さ
せ
る
と
い
う
が
、

な
ぜ
紙
を
ば
ら
ま
い
て
勧
善
す
る
の
か
。
病
気
の
友
人
身
内
の
世
話
を
し
な
い

で
、
銭
金
ば
ら
ま
き
印
刷
屋
を
も
う
け
さ
せ
る
の
か
。

⑤

善
書
の
流
行
ぶ
り
―
民
間
私
塾
の
教
育
内
容
と
し
て
―

〔
明
清
・
李
漁
（
一
六
一
一
～
一
六
八
〇
）
の
小
説
『
連
城
璧
』
第
九
回
〕
揚
州

で
雑
貨
店
を
営
む
呂
春
陽
の
家
の
住
み
込
み
教
師
は
、
毎
月
一
日
と
十
五
日
に
、

授
業
に
先
立
ち
『
太
上
感
応
篇
』
を
生
徒
の
呂
哉
生
に
全
編
朗
読
さ
せ
た
、
と

あ
る
。

〔
清
・
余
蓮
村
『
得
一
録
』
巻
十
「
義
学
章
程
」
塾
中
条
例

〕
私
塾
の
小
学
生

用
教
科
書
（
七
種
）:

『
三
字
経
』
『
感
応
篇
』
『
陰
隲
文
』
『
覚
世
経
』
『
文
昌

孝
経
』
『
朱
柏
廬
家
訓
』
、
『
弟
子
規
』

第
六
節

『
関
帝
霊
籖
』
の
世
界

①
『
関
帝
霊
籖
』
の
体
裁

『
関
帝
霊
籖
』
は
、
基
本
的
に
は
一
番
か
ら
百
番
ま
で
の
番
号
を
記
さ
れ
た

百
本
の
竹
製
の
籖
と
、
別
に
用
意
さ
れ
た
説
明
用
の
札
な
い
し
冊
子
か
ら
成
る
。

札
の
場
合
は
一
枚
に
一
番
分
の
説
明
に
成
っ
て
お
り
、
冊
子
の
場
合
は
百
番
分

全
部
収
め
ら
れ
て
い
る
。
第
四
節
の
『
関
帝
霊
籖
』
の
テ
キ
ス
ト
が
そ
れ
で
あ

る
。
こ
れ
が
あ
れ
ば
、
家
庭
で
も
抽
く
こ
と
が
出
来
る
。
百
本
の
籖
を
用
意
し

な
く
て
も
、
コ
イ
ン
十
枚
用
意
し
て
、
籖
番
号
を
決
め
る
簡
単
な
や
り
方
も
あ

る
。
『
関
帝
霊
籖
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
そ
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

そ
の
各
籖
の
説
明
内
容
は
、
第
一
籤
の
場
合
に
つ
い
て
い
う
と
、
次
の
十
一

項
目
か
ら
な
る
。

①
第
一
籤

②
甲
甲

③
大
吉

④
籤
詩
の
題
名

⑤
籤
詩

⑥
聖
意

⑦
東

坡
解

⑧
碧
仙
註

⑨
解
曰

⑩
釈
義

⑪
占
験

籤
詩
は
こ
の
お
み
く
じ
の
本
文
に
当
た
る
も
の
で
、
七
言
絶
句
一
首
。
聖
意

か
ら
釈
義
ま
で
は
補
足
説
明
、
占
験
は
こ
の
お
み
く
じ
の
霊
験
譚
（
ご
り
や
く

話
）
で
あ
る
。
聖
意
の
内
容
は
、
「
病
気
の
見
通
し
は
」
と
か
「
縁
談
は
ど
う
な

る
か
」
と
か
の
尋
ね
ご
と
へ
の
回
答
で
、
こ
れ
を
見
れ
ば
『
関
帝
霊
籖
』
の
内

容
―
世
界
が
知
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

②

『
関
帝
霊
籖
』（
全

籖
）
の
「
聖
意
」
中
の
事
項
と
そ
の
数

100
事
項

内
容

籖
数

１

訟

訴
訟

97

２

病

病
気
の
予
測
・
治
療

91

３

婚

結
婚

81

４

行
人

旅
行
者
の
安
否
・
帰
宅
予
想

81

５

功
名
（
含
名
利
）

科
挙
・
仕
進
・
事
業

76

６

財

財
産

52

７

孕

出
産
の
安
否
・
胎
児
の
性
別

27

③
『
関
帝
霊
籖
』
の
世
界
（
半
角
数
字
は
『
関
帝
霊
籖
』
の
籖
番
号
）
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『
関
帝
霊
籖
」
の
内
容
は
、
ご
く
お
お
ざ
っ
ぱ
に
言
う
と
、

（
一
）
善
書
の
教
え
に
従
っ
て
、
修
養
積
徳
に
努
力
す
る
よ
う
説
く
も
の

2

29

30

36

37

40

44

45

51

56

57

58

59

60

61

67

76

78

83

88

91

96

97

100

（
二
）
対
人
関
係
・
人
間
理
解
を
重
視
す
る
よ
う
説
く
も
の

ａ

商
人
の
苦
労
（
旅
行
の
危
険
、
商
売
の
厳
し
さ
）
と
留
守
家
族
（
と
く
に
妻
）

の
さ
び
し
さ
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
も
の

9

55

57

61

66

68

72

85

86

ｂ
「
貴
人
」
と
の
出
会
い
と
そ
の
支
援
に
、
こ
だ
わ
る
も
の

12

34

48

53

62

64

94

95

99

ｃ

交
友
関
係
を
重
視
す
る
も
の

6

14

20

69

73

75

82

（
三
）
時
世
・
機
運
・
因
縁
を
重
視
す
る
も
の

13

19

25

26

51

54

72

75

88

89

92

93

98

（
四
）
訴
訟
の
忌
避
を
強
調
す
る
も
の

16

17

42

47

77

（
五
）
農
村
暮
ら
し
を
重
視
す
る
も
の

46

55

66

68

第
七
節

『
関
帝
霊
籖
』
の
今
日
的
な
意
義

上
記
の
よ
う
な
内
容
の
『
関
帝
霊
籖
』
が
、
今
日
の
我
々
に
ど
の
よ
う
な
意

義
を
持
ち
う
る
の
か
。
時
代
背
景
が
違
う
か
ら
、
そ
の
ま
ま
今
日
の
社
会
に
当

て
は
め
る
の
は
無
理
で
あ
る
が
、
し
か
し
今
な
お
、
我
々
の
心
に
通
じ
る
も
の

も
ま
た
少
な
く
な
い
。

①

第

籤
―
顧
客
の
立
場
に
立
っ
て
、
薄
利
多
売
に
努
力
せ
よ

86

同
じ
品
で
も
沢
山
売
れ
ば
、
薄
利
多
売
で
利
益
が
増
え
る
。

客
の
心
を
わ
が
身
に
も
て
ば
、
や
が
て
今
よ
り
ず
っ
と
良
く
な
る
。

〔
聖
意
〕

財
と
禄
は
富
む
。
訴
訟
は
理
が
得
ら
れ
る
。
結
婚
は
ま
と
ま
る
。

病
気
は
次
第
に
止
む
。
旅
人
の
帰
り
は
未
詳
。
人
を
害
す
る
な
、

人
卽
我
だ
。

〔
東
坡
解
〕
共
同
経
営
し
て
、
み
な
家
も
ち
た
い
。
人
に
対
し
て
、
自
慢
を
す

る
な
。
自
然
に
神
の
加
護
が
あ
り
、
福
と

禄
と
が
恵
ま
れ
る
。
そ

の
上
仲
間
を
世
話
し
て
や
れ
ば
、
神
の
ご
加
護
が
更
に
あ
る
。

〔
碧
仙
註
〕
交
易
で
公
平
な
れ
ば
安
泰
で
、
人
を
自
分
と
差
別
を
す
る
な
。

損
人
利
己
は
し
て
な
ら
ぬ
、
分
を
守
っ
て
穏
や
か
に
。

＊
こ
の
項
の
訳
に
は
自
信
が
な
い
。

〔
解
曰
〕

趣
旨
：
何
事
も
緩
や
か
に
進
め
、
迅
速
を
求
め
る
な
、
良
心
に
背

く
な
。
商
人
の
場
合
な
ら
、
売
り
時
で
も
、

客
に
も
配
慮
し
、
双

方
に
公
平
に
な
る
よ
う
に
し
て
や
れ
ば
、
商
売
が
よ
く
な
る
。
自

分
の
利
益
だ
け
追
求
す
る
と
、
必
ず
客
を
損
な
い
、
神
の
加
護
が

得
ら
れ
な
く
な
る
。

②

第

籤
―
人
の
心
を
見
抜
け

14
佳
人
と
出
会
っ
て
す
ぐ
気
に
入
っ
て
、
そ
の
後
間
も
な
く
も
め
ご
と
起
き
る
。

人
の
心
は
変
わ
る
も
の
、
経
験
積
ん
で
苦
労
知
れ
。

〔
聖
意
〕

始
め
容
易
で
、
あ
と
が
困
難
。
名
と
利
と
も
に
失
う
。
病
気
は
不

安
。
訴
訟
は
反
復
す
る
。
懐
妊
は
女
子
。
旅
人
は
返
ら
ず
。
も
め

事
が
多
い
。

〔
東
坡
解
〕
円
満
解
決
望
ん
で
も
、
逆
に
生
じ
る
食
い
違
い
。
人
の
多
く
が
冷

淡
で
、
頼
り
に
す
る
こ
と
こ
と
か
な
わ
な
い
。
ひ
た
す
ら
自
分
で

反
省
し
、
だ
ま
さ
れ
る
こ
と
な
い
よ
う
に
。
よ
く
気
を
付
け
て
、

警
戒
心
と
深
慮
も
て
。
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〔
碧
仙
註
〕
悲
喜
が
こ
も
ご
も
入
り
交
じ
り
、
虚
妄
ば
か
り
で
実
が
な
い
。

人
の
心
は
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
る
、
自
分
を
頼
る
の
が
良
策
。

〔
解
曰
〕

こ
の
籤
は
、
喜
び
の
後
に
心
配
が
起
き
る
か
ら
、
不
注
意
な
行
動

は
す
る
な
と
の
お
告
げ
。
た
い
て
い
親
し
く

な
っ
た
り
疎
く
な
つ

た
り
、
心
が
合
っ
た
り
離
れ
た
り
、
危
険
な
目
に
遭
っ
て
も
、
成

功
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
戦
々
恐
々
と
し
て
、
恐
れ
慎
め
ば
、
後

悔
す
る
よ
う
な
こ
と
に
遭
わ
な
い
で
す
む
。

〔
釈
義
〕

佳
人
と
は
美
女
の
こ
と
で
、
い
つ
も
の
従
業
員
と
異
な
っ
て
い
て
、

急
に
好
き
に
な
り
、
す
ぐ
に
う
ち
解
け
る

が
、
や
が
て
も
め
事
が

起
き
、
愛
情
が
覆
る
。
人
情
の
冷
暖
は
、
こ
ん
な
の
が
多
く
て
、

珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
他
人
を
軽
く
信
用
し
、
そ
の
つ
ど
馬
鹿

に
さ
れ
て
、
や
っ
と
気
付
く
こ
と
が
あ
る
の
を
わ
き
ま
え
よ
。
遠

く
に
出
か
け
、
多
く
危
険
を
経
て
こ
そ
、
人
生
の
多
難
が
理
解
で

き
る
。
慎
重
に
用
心
し
て
、
悔
い
を
残
さ
ぬ
よ
う
に
せ
よ
。

〔
小
川
補
足
〕

社
長
は
美
人
の
従
業
員
に
気
を
付
け
な
さ
い
。


③

第
６
籤
―
取
引
上
の
接
待
は
投
資
効
果
を
見
極
め
て
行
え

派
手
な
接
待
不
必
要
、
心
の
通
わ
ぬ
遠
い
仲
。

信
用
で
き
な
い
人
物
に
、
大
き
な
期
待
を
す
る
な
か
れ
。

〔
聖
意
〕

名
声
は
得
ら
れ
な
い
。
財
産
は
散
逸
す
る
。
病
気
は
治
り
に
く
い
。

難
産
に
備
え
よ
。
婚
姻
は
ま
と
ま
ら
な
い
。
訴
訟
は
決
着
せ
ず
。

旅
人
は
遅
い
。
嘆
い
て
も
む
だ
。

〔
東
坡
解
〕
ど
ん
な
に
心
を
労
し
て
も
、
事
態
は
悪
化
す
る
ば
か
り
。
計
画
進

ま
ず
、
疑
惑
と
不
信
が
つ
の
る
だ
け
。
心
通
わ
ず
、
仲
良
く
で
き

ぬ
。
ひ
た
す
ら
自
分
の
、
信
念
貫
け
。

〔
碧
仙
註
〕
互
い
に
疑
惑
を
抱
い
た
ら
、
一
緒
に
い
て
も
心
通
わ
ぬ
。

今
か
ら
き
っ
ぱ
り
、
別
れ
な
さ
い
。

〔
解
曰
〕

こ
の
籤
は
、
君
子
を
装
い
な
が
ら
実
際
は
小
人
に
過
ぎ
な
い
も
の

が
い
る
か
ら
、
そ
ん
な
面
従
腹
背
の
や
か
ら
に
は
気
を
付
け
よ
、

と
い
う
お
告
げ
で
あ
る
。
こ
ん
な
人
物
に
つ
い
て
い
る
と
、
も
て

あ
そ
ば
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
以
前
親
密
で
も
、
途
中
で
変
わ
っ
て

し
ま
っ
て
、
信
用
で
き
な
く
な
っ
た
ら
、
綺
麗
さ
っ
ぱ
り
絶
交
し

て
、
後
悔
せ
ぬ
よ
う
に
せ
よ
。
万
事
に
迷
い
を
払
い
の
け
れ
ば
吉

で
あ
る
。

お
わ
り
に

お
み
く
じ
の
説
明
書
は
最
後
ま
で
読
め
―
上
述
の
よ
う
に
、
説
明
書
の
中
に

は
解
説
・
注
釈
が
含
ま
れ
て
い
て
、
籖
詩
の
受
止
め
方
や
対
処
の
仕
方
が
示
唆

さ
れ
て
い
る
。
「
上
上
」
だ
の
「
下
下
」
だ
の
だ
け
で
決
め
つ
け
る
な
。
「
上

上
」
で
も
傲
慢
に
な
る
な
、
「
下
下
」
で
も
絶
望
す
る
な
と
い
う
。
『
漢
帝
霊

籖
』
で
は
、
『
易
経
』
の
循
環
思
想
に
よ
っ
て
、
「
否
極
ま
っ
て
泰
来
た
る
（
困

難
が
極
ま
れ
ば
、
や
が
て
安
泰
に
な
る
）
」
と
い
う
。
次
の
第

籖
も
そ
れ
だ
。
花
は

20

風
雨
に
耐
え
て
咲
き
、
人
は
苦
労
で
磨
か
れ
る
。
「
下
下
」
だ
か
ら
と
読
ま
な
い

で
捨
て
た
ら
、
救
わ
れ
る
も
の
も
救
わ
れ
な
い
。

【
第

籖

乙
癸

下
下
】

20心
を
語
る
友
も
な
い
、
難
所
＊
の
君
に
教
え
よ
う
。

大
勢
す
で
に
過
ぎ
去
っ
て
、
功
名
・
富
貴
も
は
や
な
い
。

＊
「
難
所
」
は
、
原
文
で
は
「
十
八
灘
」
に
作
り
、
江
西
省
を
流
れ
る

た
ん

贛
江
に
あ
る
十
八
箇
所
の
浅
瀬
で
、
舟
航
の
危
険
箇
所
と
し
て
有
名
。

こ
う
こ
う

〔
聖
意
〕
訴
訟
は
凶
、
中
止
せ
ば
よ
し
。
名
も
利
も
軽
い
。
病
気
は
医
師
を
選

べ
。
旅
人
は
ま
だ
遠
方
。
結
婚
に
は
迷
う
。
何
事
も
、
時
の
流
れ
の

ま
ま
に
。
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〔
東
坡
解
〕
決
断
で
き
ぬ
時
に
は
、
ゆ
っ
く
り
考
え
よ
。
成
り
行
き
吉
で
も
、

神
仏
頼
れ
。
一
歩
退
き
反
省
す
れ
ば
、
心
配
ご
と
が
な
く
て
済
む
。

そ
の
う
え
福
徳
積
ん
だ
な
ら
、
行
く
べ
き
道
が
開
か
れ
る
。

〔
碧
仙
註
〕
小
舟
で
難
所
に
出
会
っ
た
ら
、
転
覆
せ
ぬ
よ
う
防
ぎ
な
さ
い
。

し
っ
か
り
舵
を
取
っ
た
な
ら
、
凶
事
が
あ
っ
て
も
安
全
だ
。

〔
解
曰
〕

こ
の
籤
は
、
心
の
友
が
な
く
、
孤
立
無
援
で
、
危
険
が
待
ち
受
け

て
い
る
状
況
を
述
べ
た
も
の
。
こ
の
指
示
を
得
た
ら
、
早
く
予
防

せ
よ
。
だ
が
大
勢
す
で
に
過
ぎ
去
っ
て
挽
回
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、

人
の
世
の
定
め
な
き
無
常
を
達
観
す
る
だ
け
で
な
く
、
利
欲
と
功

名
の
束
縛
を
断
ち
切
り
、
恋
々
と
し
て
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
こ
と

の
な
い
よ
う
に
。
こ
の
籤
が
出
た
ら
、
苦
労
が
汝
を
磨
き
上
げ
る

こ
と
を
わ
き
ま
え
よ
。
困
難
の
中
か
ら
道
が
開
け
る
日
も
あ
ろ
う

ぞ
。

《

注

》

（
一
）『
江
東
王
霊
籖
』（
江
東
籖
）
と
『
関
帝
霊
籖
』
と
は
同
内
容
。
も
と
も
と
『
江
東
王
霊

籖
』
と
称
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
明
代
の
あ
る
時
期
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
『
関
帝
霊
籖
』
の
名

で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
。
お
み
く
じ
本
の
表
紙
を
取
り
替
え
た
た
だ
け
も
の
で
あ

る
。
そ
の
い
き
さ
つ
は
、
清
の
康
煕
（
一
六
六
二
～
一
七
二
二
）
の
褚
人
獲
『
堅
瓠
六
集
』

巻
四
「
江
東
籖
」
や
翟
灝
（
一
七
三
六
～
一
七
八
八
）『
通
俗
編
』
巻
十
九
「
抽
籤
」
に
言

た
く
こ
う

及
は
あ
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

（
二
）
こ
の
系
統
の
テ
キ
ス
ト
は
、
⑩
『
聖
籖
』
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
盧
湛
の
説
明
に
よ
る
と
、

順
治
八
年
（
一
六
五
一
）
に
関
帝
が
浙
江
寧
波
府
の
延
慶
寺
の
僧
に
授
け
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
。
そ
の
と
き
に
、
関
帝
が
「
こ
れ
は
『
江
東
籖
』
よ
り
も
霊
験
が
あ
る
ぞ
」
と
言
っ
た

と
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
な
ど
か
ら
す
る
と
、
表
紙
だ
け
取
り
替
え
て
『
関
帝
霊
籖
』
と
称
す
る

お
み
く
じ
本
を
使
用
す
る
こ
と
に
、
抵
抗
感
を
も
っ
た
人
が
い
て
、
自
前
の
純
正
品
を
求
め

た
ら
し
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
試
み
は
成
功
し
な
か
っ
た
。

（
三
）
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
⑥
『
関
聖
帝
君
万
応
霊
籖
』
の
冒
頭
に
、
関
帝
が
明
の
張
九
法
の
夢

に
現
れ
て
、
関
帝
の
生
平
の
忠
義
事
実
に
基
づ
き
、
六
十
四
首
の
籖
詩
（
こ
れ
を
卦
籖
と
い

う
）
と
一
〇
五
本
の
籖
（
こ
れ
を
限
籖
と
い
う
）
を
作
り
、
あ
ま
り
字
が
読
め
な
い
も
の
に

も
、
お
み
く
じ
が
抽
け
る
よ
う
に
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
ま
ず
限
籖
を
抽
き
、「
四
十
六
許

看
第
二
句
第
一
字
」
が
出
た
ら
、
次
に
卦
籖
を
抽
い
て
出
た
籖
の
第
二
句
の
第
一
字
だ
け
見

れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
ら
し
い
。
だ
が
、
こ
れ
で
占
い
が
う
ま
く
い
っ
た
か
は
疑
わ
し
い
。

こ
れ
も
は
や
ら
な
か
っ
た
。
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